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音
韻
の
諸
相

合
拗
音
ク
ヮ
残
存
地
帯
に
お
け
る
知
識
層
高
年
の
保
持
様
態
と
価
値
観

―
―
新
潟
県
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千
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を
中
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と
し
て

ア
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セ
ン
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調
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お
け
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「読
ま
せ
る
調
査
」
と

「
言
わ
せ
る
調
査
」

―
―
山
形
県
三
川
町
に
お
け
る
小
調
査
か
ら

感
動
詞
の
音
調
表
記
法
に
つ
い
て

―
十
三
線
記
譜
法
の
す
す
め

〈「
あ
あ
」
を
例
と
し
て
〉

文
法
研
究
の
蓄
積
と
展
開

寛
政
版

『
和
歌
呉
竹
集
』
「
て
に
は
大
概
」
と

『
て
に
は
網
引
細
』

―
―
尾
崎
雅
嘉
の
テ
ニ
ヲ
ハ
論

松
下
文
法
の
活
用
論
―
―
文
法
論
に
原
辞
論
は
不
要
か

文
の
論
理
と
体
言
文

名
詞
文
に
つ
い
て
の
覚
え
書

デ

イ
オ
ン
テ
ィ
ッ
ク

・
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ

っ
て

―
―
言
語
行
動
の
観
点
か
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の

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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文
法
史
の
展
開

語
り
手
が
顕
在
化
し
た
地
の
文
―
―

『源
氏
物
重
置

と
中
世
王
朝
物
語

狂
言

「
三
人
の
長
者
」
の
諸
台
本
に
見
る
名
ノ
リ
の
指
定
表
現
の
考
察

‥

口
語
サ
変
動
詞
の
助
動
詞

「
ま
い
」
へ
の
接
続
の
実
態
解
明

中
国
地
方
に
お
け
る
意
志

・
推
量
形
式
の
方
言
史

―
―
命
＞
」
と

「
田
植
草
紙
」
と
の
比
較
か
ら

語
彙
史
の
視
点

語
源
研
究
に
お
け
る
漢
語

古
代
歌
語
源
流
考
―
―

塁
厘

を
中
心
に

上
代
の
食
物
語
彙
―
―

『風
上
記
』
を
中

平
安
時
代
の
公
家
日
記
の
こ
と
ば
の
文
章
史
的
性
格

―
―

「
兼
日
」
の
語
構
造
を
め
ぐ

っ
て

広
本
節
用
集
の
典
拠
資
料
―
―
田
積
・
郡
名
表
一不
を
中
心
に

「背
負
う

・
担
ぐ
」
語
彙
と

『雑
兵
物
語
』
の
語
彙
の
多
元
性

・
重
層
性

―
―
先
行
研
究
の
再
検
討

心
に
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「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
と

『雑
兵
物
語
』
の
語
彙

の
多
元
性

・
重
層
性
―
‐先
行
研
究
の
再
検
評
―

，，

　

　

　

安

部

清

哉

一
　

は
じ
め
に

江
戸
初
期
成
立
の

『
雑
兵
物
語
』
（以
下

『雑
兵
』
と
す
る
）
は
、

近
世
初
期
の
東
国
下
層
階
層
の
言
語
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
数

少
な
い
東
国
語
資
料
と
し
て
、

そ
の
価
値
が
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る

（『雑
兵
』
の
先
行
研
究
は
参
考
文
献
参
照
）。
基
本
的
に
、

東
国
の
日

語
を
色
濃
く
投
影
す
る
と
い
う
評
価
が

「
定
説
」
で
あ
る
研
究
状
況
で
あ
る
が
、　

一
方
、

そ
の
中
に
混
在
す
る
西
日
本
方
言
に
関
し
て
は

必
ず
し
も
明
確
な
位
置
付
け
が
な
く
、

そ
れ
は
、

関
東

「
べ
い
」
の
過
剰
な
ま
で
の
使
用
の
解
釈
と
も
関
連
し
て
い
る
課
題
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の

『雑
兵
』
に
は
、
「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
が
少
な
か
ら
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
。

所
調

「背
負
う

・
担
ぐ
」
語
彙

（表
現
）
と
い
う
の
は
、

動
詞

「
背
負
う

・
負
う

。
し
ょ
う

・
お
が
う

・
お
ん
が
す
る
」
な
ど
、

背
中

に
人
や
物
を
載
せ
る
こ
と
を
表
す
語
彙

（以
下
先
行
研
究
に
倣
い
「背
負
う
」
語
彙
と
す
る
）
と
、

動
詞

「担
ぐ

・
担
う

上
届
ぐ

。
一月
げ
る

・

か
づ
く
」
な
ど
、

背
中
や
肩
を
支
点
に
し
て

（直
接
に
、

ま
た
、

道
具
を
媒
介
に
し
て
）
物
を
載
せ
る
こ
と
を
表
す
語
彙

（以
下
同
様
に

「担
ぐ
」
語
彙
）
と
を
、

総
称
し
て
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

（以
下
、

両
語
彙
を
総
称
し
て
便
宜
的
に
「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
と
す
。

文
献
例

555 「 背負 う・担 ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性



を
扱
う
時
は
セ
オ
フ
・
オ
フ
・
オ
ブ
フ
と
歴
史
的
仮
名
遣
で
表
す
）。

こ
の
語
彙
は
、

国
立
国
語
研
究
所

『
日
本
言
語
地
図
』
（以
下
、

Ｐ
と

と
略
記
）
に
合
計
七
（鵬

距
あ
る
こ
と
か
ら
、

東
西
で
異
な
る
語
彙

体
系
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

語
彙
体
系
上
の
史
的
変
遷
も
あ

っ
て
語
彙
史
研
究
で
も
研
究
の
進
ん
で
い
る

語
彙
で
も
あ
る

（参
考
文
献
及
び
補
と
１
参
照
）。
そ
の
よ
う
に
、

文
献
国
語
史

・
方
言
国
語
史
両
面
の
問
題
を
字
み
な
が
ら
、

か
な
り
の

成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

先
行
研
究
を
精
査
し
て
い
く
と
未
解
明
の
部
分
を
残
し
輸
叫
濯
。　
　
フ

さ
て
、

興
味
深
い
こ
と
に
、

『
雑
兵
』
に
は
こ
の
語
彙
の
東
西
両
語
形
が
混
在
す
る
。

し
か
し
、

そ
の
詳
細
な
分
析
と
な
る
と
、

後
述

の
よ
う
に
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

東
国
資
料
と
し
て
の
一
面
的
用
例
利
用
に
終
始
し
、

東
西
の
語
形
相
互
の
意
味

を
比
較
考
察
し
用
例
数
も
考
慮
に
入
れ
て
全
体
の
体
系
を
検
討
す
る
と
い
う
作
業
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
の
残
さ
れ
た
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

語
彙
史
研
究
に
と

っ
て
も
重
要
で
あ
り
、　

一
方
、

『
雑
兵
』
の

用
例
を
正
し
く
解
釈
す
る
こ
と
は
、

近
世
初
期
の
同
語
彙
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
も
、

ま
た
、

『
雑
兵
』
の
資
料
的
評
価
の
点
で

も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、

方
言
国
語
史
上
も
文
献
国
語
史
上
も
興
味
深
い
部
題
を
提
示
す
る
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
ち
、

本
研
究
で
は
、

当
該
語
彙
史
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て

『雑
兵
』
の
同
語
彙
の
史
的

口
地
域
的
位

置
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
た
、

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
で
、

主
に
当
該
語
彙
及
び

『雑
兵
』
の
同
語
彙
に
関
す
る
先
行

研
究
の
再
検
討
と
、

新
た
な
古
例

（カ
ツ
ク
）
の
指
摘
ま
で
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

一
一　
先
行
研
究
の
問
題
点
と
看
過
さ
れ
て
い
る
視
点

こ
の
章
で
は
、

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
重
要
な
点
と
解
釈
上
の
問
題
点
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

先
行
研
究
と
し
て

『
日
本
語

の
歴
史
４
』
曇
九
一ハ
四
）、
金
田
弘

（
一
九
七
こ
、

峰
谷
清
人

（
一
九
五
八
・
一
九
八
一
。
一
九
八
五
）、
柳
田
征
司

（
一
九
八
三
・
一
九
九
こ
、



江
口
泰
生

（
一
九
九
一
二
一〇
〇
一じ
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

１

『
日
本
語
の
歴
史
４
　
移
り
ゆ
く
古
代
語
』
全
九
六
四
）、
及
び

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
初
版

・
第
２
版

カ
ツ
グ
に
関
す
る
早
い
言
及
に
は
、

文
献
の
口
語

・
俗
語
を
読
み
解
く
事
例
と
し
て
カ
ツ
グ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
次
の
短
い
記
述
が
あ

る
。
「被
る

。
潜
る
」
の
意

（以
下

「被
・
潜
じ

の
カ
ヅ
ク
が
お
そ
ら
く
室
町
頃
に
は
濁
音
の
位
置
を
後
退
さ
せ
た
カ
ツ
グ
形
を
獲
得
し
、

近
世
初
期
に
は
俗
語
と
し
広
が

っ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

○
　
弓
カ
ツ
グ
』
の
別
形
も
、

す
で
に
室
町
時
代
に
な

っ
た

《
日
葡
辞
書
》
を
通
じ
て
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
。

（略
）
江
戸
初
期
に
な
れ

ば
、

『
か
づ
く

（被
と

を

「
カ
ツ
グ
」
と
す
る
文
献
上
の
例
は
少
な
く
な
い
。

」
（『
日
本
語
の
歴
史
４
　
移
り
ゆ
く
古
代
語
』
一
九
六
四
、

平
凡
社
）

こ
れ
は
後
掲
の
蜂
谷

（
一
九
八
五
）
で
も
引
か
れ
る
が
、

濁
点
の
明
ら
か
な
カ
ツ
グ
の
近
世
中
期
以
降
の
文
献
例
は
実
際
に
は

一
二
挙

が

っ
て
い
る
に
留
ま
る
。

近
世
前
期
の
濁
点
の
明
ら
か
な
カ
ツ
グ
の
文
献
例
は
、

そ
の
後
の
研
究
で
も
、

『
雑
兵
』
以
外
で
は
ま
だ
多
く

を
指
摘
さ
れ
て
は
な
い
。

上
で
言
及
さ
れ
て
い
る

『
日
葡
辞
書
』
（邦
訳
）
で
は
、

次
の
よ
う
に
、
「被
る
」
の
意
の

「本
来
の
正
し
い
語
は
」
と
し
て
カ
ブ
ク
が

挙
げ
て
あ
り
、

室
町
末
期
の
カ
ツ
グ
の
グ
形
は
ま
だ
日
語
的

・
俗
語
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

（以
下
、

一一語
形
を
対
比
的
些
不
す
場
合

は
各
々
グ
形
・
ヅ
形
と
記
す
）。

Ｏ
　
Ｑ
単
程
的
】】増
】
ば
一島
Ｐ

カ
ツ
ギ
、

グ
、

イ
ダ

（被
ぎ
、
ぐ
、

い
だ
）
頭
に
か
が
る
。

本
来
の
正
し
い
語
は
、

ｏ
ミ
選
≡
と
こ

（被
き
、

く
）
で
あ
る
。

翁
邦
訳
日
葡
辞
書
し

（注
２
）

こ
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
た
め
、

カ
ツ
グ

（担
）
は
、

カ
ゾ
ク

（被
Ｂ
潜
）
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
カ
ゾ
ク
が
ま

ず
濁
音
位
置
を
変
化
さ
せ

（中
古
末
期
、

後
述
）、
次
い
で
一月
に
物
を
受
け
る
類
似
の
動
作
と
し
て

《担
ぐ
》
に
意
味
変
化
し
た

（四
章
で
触

「背負う。担 ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性



れ
る
）
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

グ
形

（被
・
潜
）
に
変
化
し
た
時
期
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、

お
そ
ら
く

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
初
版
で
あ
ろ
う
。
「
か

ず
く

（被
ご

の
項
の

「発
音
」
棚
に

「上
代
は

『
か
づ
く
』
平
安
末
頃
か
ら

『
か
つ
ぐ
』
と
も
。

」
と
あ
る
。

典
拠
資
料
は
示
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、

同
辞
典
の
資
料
か
ら
推
し
て

「古
今
集
声
点
本
」
と
推
定
で
き
る

令
か
ず
く

（潜
ご

の
初
版
の
方
に
は
】」
の
注
記
は
な
く
２

版
で
加
わ
る
）。
後
述
の
江
口

（
一
九
九
こ

で
は
、

こ
の
記
述
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
、
「古
今
集
声
点
本
」
で
の
関
連
語
彙
の
清
濁
事
例

が
初
め
て
精
査
さ
れ
、

具
体
例
と
共
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
２
版

（以
下
、
『
日
国
２
し

で
は

「古
今
集
声
点
本
」
の
清
濁
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
さ
ら
に
詳

し
い
記
述
が
見
ら
れ
る

（お
そ
ら
く
江
口
氏
に
よ
る
か
）。

①
　
「
か
ず
く

（被
と

の
項

「
霊
い誌
］
古
今
集
声
点
本
で
は

「
カ
ヅ
ク
」
「
カ
ツ
グ
」
両
形
が
み
ら
れ
る
が
、

中
世
末
期
に
は
、
「
日

葡
辞
書
」
の
記
述
の
よ
う
に

「
カ
ヅ
ク
」
が
規
範
的
な
語
形
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（後
略
ご
　
　
　
　
　
　
　
ヽヽ＼

、

○
　
「
か
ず
く

（潜
こ

の
項

「
里
ｍ誌
］
（１
）
上
代
に
お
い
て
は
、

第
二
拍
濁
音
形

「
か
づ
く
」
の
み
用
例
が
あ
り
、

古
今
集
声
点
本

等
で
は

「
カ
ゾ
グ
」
「
カ
ツ
グ
」
両
形
が
み
え
る
。

（２
）
「
カ
ツ
グ
」
「
カ
ゾ
ク
」
は
、

肩
に
よ
っ
て
物
を
負
う
と
い
う
意
味
の
用
法

が
東
日
本
を
中
心
に
分
布
す
る
が
、
こ
れ
は
中
央
語
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
、

極
め
て
勢
力
の
弱
い
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（略
）
発
音
　
ア
史
　
上
代
は

「
か
づ
く
」
平
安
末
頃
か
ら

「
か
つ
ぐ
」
と
も
。

」

『
日
国
』
初
版

・
『
口
国
２
』
↑
江
回
一
九
九
こ

な
ど
か
ら
は
、

①
カ
ツ
グ

（被
・
潜
）
の
グ
形
は
平
安
末
期
ま
で
湖
る
こ
と
、

②
カ
ツ

グ

（担
）
は
中
央
語

（西
日
本
畿
内
）
で
も

「極
め
て
勢
力
が
弱
い
」
も
の
の
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

な

ど
が
わ
か
る
。

【上
代
カ
ヅ
ク

（被
）
↓
中
古
末
カ
ヅ
ク

・
カ
ツ
グ

（被
）
↓
中
世
末
カ
ヅ
ク

（規
範
的
）
・
カ
ツ
グ

（被

・
口
語
的
こ

２
　
金
田
弘

（
一
九
七
こ



金
田
氏
は
、

Ｆ
＞
」
と

『
雑
兵
』
を
対
照
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

『
雑
兵
物
語
』
の
用
例
を
右
の
五
つ
の
意
味
分
類
に
照
ら
し
て
整
理
す
る
と
、

（引
用
注
＝
次
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
は
い
と

６４
・
６５
・
６６
・
６７
・

６８
の
各
図
に
対
応
す
る
）

（
Ａ
）
ウ
ブ

フ
、

ま
た
は
、

オ
ウ
　
　
　
　
　
（Ｂ
）
セ
オ
ウ

（
Ｃ
）
カ
ツ
グ
、

ま
た
は
、

カ
タ
ゲ
ル
　
　
　
（Ｄ
）
（
Ｅ
）

ニ
ナ
ウ

と
な
ろ
う
。

用
例
数
各

一
例
の
ウ
ブ
フ
・
オ
ウ

・
カ
タ
ゲ

ル
を
除
い
た
三
語
を
現
代
の
東
西
方
言
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
照
合
す

る
と

、
（１
）
Ｂ
Ｃ
で
は
今
日
の
東
日
本
の
用
法
に
相
似
す
る
が
、

９
Ｅ
は
西
日
本
的
で
あ
る
。

（２
）
今
日
の
東
日
本
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
三
つ
の
意
味
分
野
を
区
別
し
な
い
が
、

本
書
で
は
Ｃ
と
Ｄ
Ｅ
の
二
つ
を
区
別
し
て
い
る
。

と
し
て
、

東
日
本
的
で
な
い
特
徴
二
点
を
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

こ
れ
が
当
時
の
東
国
語
に
お
け
る
意
味
分
担
を
示
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
、

筆
者
の
言
語
環
境
に
よ
る
も
の
な
の
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ

（中
略
）
こ
の
当
時
の
東
西
両
方
言
に
お
い
て

（中
略
）
詳
密
な
検
討
が
必
要
で
あ

と

０

。

と
し
て
課
題
と
さ
れ
た
。

金
田
氏
の
分
析
の
問
題
点
と
し
て
、

次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
　
セ
オ
ウ
が

「
人
」
に
使
わ
れ
て
い
る
三
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（セ
オ
ウ
は

呂
箱

・
袋
状
の
も
の
を
背
中
に
密
着
さ
せ
て
運
ぶ
動

作
を
表
す
ど

と
あ
り
、

人
間
の
用
例
が
な
い
。）

反
対
に
、

（Ａ
）
（人
を
背
に
）
の
オ
ウ

（１
例
）
は
、

馬
に
負
わ
せ
た
箭

（箱
）
の
例

（Ｂ
）
で
あ
る
。

②
　
Ｃ
カ
ツ
グ
は

「東
日
本
語
の
用
法
に
相
似
す
る
」
と
の
み
あ
る
だ
け
で
、
「
西
日
本
」
に
も
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

①
で
人
間
の
用
例
を
除
外
さ
れ
た
理
由
は
未
詳
で
あ
る
。

あ
る
い
は

「
そ
の
動
作
を
表
す
語
ご
と
に
運
が
も
の
を
整
理
し
て
み
る
と
次

「背負う・担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 。重層性



の
よ
う
で
あ
る
。

」
合
も
の
」
に
圏
点
あ
り
）
と
あ
り
、

整
理
の
段
階
で
物
に
限
定
し
た
た
め
見
落
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

（
一
方
ウ
ブ

フ
は
人
間
で
も
挙
げ
て
い
る
）。

②
の
点
は
、

ひ
と
り
金
田
氏
の
解
釈
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
の
陥
算
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
＞
』
を
東
西
で
対
比
的

に
と
ら
え
る
時
、　

一
般
に
カ
ツ
グ
は
東
日
本

へ
の
偏
在
か
ら
東
の
語
形
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

カ
ツ
グ
は
西
日
本
に
も
分
布

す
る
。

そ
の
西
日
本
の
分
布
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
は
、

近
代
以
前
の
文
献
資
料
で
の
用
例
を
東
西
い
ず
れ
の
用
法
が
投
影
し
た
か
判
断

す
る
場
合
に
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
く
る
。
も
し
、

室
町
や
近
世
初
期
に
西
で
も
使
用
さ
れ
た
語
形
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、

東
西
差
の
大
局

的

「
傾
向
」
の
み
を
根
拠
に
、
「
東
」
の
も
の
と

一
面
的
に
処
理
し
て
し
ま
う
の
は
不
適
切
と
な
ろ
う
。

Ｆ
卜
』
の
一一一塁
口地
理
学
的
解
釈

（カ
ツ
グ
が
西
で
周
圏
分
布
を
な
す
点
）
と
中
世

。
近
世
の
文
献
例
か
ら
は
、

近
世
上
方
で
も
カ
ツ
グ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と

期
釈
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

『雑
兵
』
の
カ
ツ
グ
は
東
日
本
特
右
の
用
例
と
は
限
定
で
き
な
い
。

（こ
の
問
題
は
地
図
の
解
釈
も
合
め
、

続
稿
に
て
詳
述
し
て
い

き
た
い
。）

３
　
蜂
谷
清
人

（
一
九
五
八
・
一
九
八
一
。
一
九
八
五
）

峰
谷
氏
は
、

蜂
谷

（
一
九
五
八
）
で
は

『
雑
兵
』
の
使
用
語
の
概
略
を
紹
介
し
、

蜂
谷

（
一
九
八
こ

で
は
主
に
中
世
資
料
の
当
該
語
彙

を
考
察
さ
れ
た
。
ま
た
、

蜂
谷

（
一
九
八
五
）
は
各
語
の
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
使
用
実
態
を
多
く
の
例
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

カ
ヅ
ク
が
担
ぐ
意
で
使
わ
れ
た
動
詞
と
し
て
の
最
古
例

（『幸
若
舞
曲
』
「文
禄
本
舞
の
本
」
文
禄
二

〔
一
五
九
一こ
）
を
指
摘
さ
れ
た

（三

草
参
照
）。
以
下
蜂
谷

（
一
九
八
五
）
を
中
心
に
問
題
点
を
確
認
す
る
。

「
セ
オ
フ
」
の
中
央
で
の
用
法
の
偏
り

セ
オ
フ
は
オ
フ
を
も
と
に

「
い
り
日
を
せ
な
か
に
負
う
」
『宇
治
拾
遺
物
語
』
等
の
表
現
か
ら
成
立
し
た
と
す
る
。

（傍
線
引
用
者
、

① こ



以
下
同
じ
。

江
回
一
九
九
一
は
セ
オ
フ
の
誕
生
を
東
国
と
見
る
。

）

②
　
セ
オ
フ
の
次

の
よ
う
な
例
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
覚

一
本
平
家
』
（根
料
を
）
（屋
代
本
、

竹
相
園
本
そ
の
他
、

延
慶
本

・
長
門
本
）
、

『
日
葡
辞
書
』
『
天
正
本
狂
言
』
（茶
く
り
、

木
、

ほ
か
１
例
）
、

『
虎
明
本
狂
言
』
（壷
、

袋
）
、

国
同
類
節
用
集
』
盆

六
八
〇
）、
国

一才
全
書

誹
林
節
用
集
』
曇

七
〇
〇
）
『
書
言
字
考
節
用
集
』
曇

七
一
七
）、
『
続
猿
蓑
集
』
曇

六
九
八
）、
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
曇

七
四
六
、

多
少
あ

る
と
の
み
で
数
は
未
詳
）

セ
オ
フ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、

（明
確
な
言
及
は
な
い
が
）
実
は

十
七
世
紀
末
期
ま
で
中
央

（西
）
の
セ
オ
ウ
に
は

「
人
」
を
動
作
の

製
懐難
貯
灌
顛
疑
溢
難
抑韓
尭
戦
顕
藻
軌銅
躯
難
罪
誕

『梅
津
政
景
日
記
』
↑
」
れ
ら
も

「物
し

を
含
め
て
も
同
様
で
あ
る
。

問
題
と
す
る

『雑
兵
』
を
除
く
。）

つ
ま
り
、

セ
オ
フ
は
中
世
以
前
の
確
実
な

「中
央
語
」
の
例
と
し
て
は
、

現
在
平
家
物
語
の
諸
本
の
み
、

そ
れ
以
外
は
室
町
末
期

（日

葡
辞
室
母

以
降
と
な
り
、

し
か
も
、

中
央
語
と
し
て
は
近
世
中
期
頃
ま
で

「物
」
に
限
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の

点
で
、

江
口
氏
の
次
の
記
述
に
は
や
や
疑
間
が
残
る
。

①
・
江
日

（二
〇
〇
こ

「
し
か
し
何
よ
り
も
重
要
な
事
は
、

譲

っ
て

（引
用
と
…
セ
オ
ウ
が
中
央
で
）
盛
ん
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た

と
し
て
も
、

「
州
引
洲
川
「
朔
溜
Ｈ
劇
開
冊
科
鋼
劃
刊
判
倒州
到
円
判
州
引
割
封
で
あ
る
。
中
央
語
で
は
『背
中
で
支
え
る
表
現
』
は

上
代
か
ら
中
世
末
期
ま
で
一
貫
し
て
、

対
象
に
よ
っ
て
動
詞
を
使
い
分
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

」
（傍
線
引
用
者
、　

一
九
九
一
も
同
様
）

セ
オ
フ
は
、
「
人
―
物
」
の
区
別
が
本
来
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、

東
国
資
料
と
さ
れ
て
い
る

『
雑
兵
』
の
人
の
例

を
除
外
す
る
と
、
日
蓮
も
含
め

一
六
九
八
年
ま
で
の
中
央
の
例
に
は
物
に
偏
る
と
い
う
区
別
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

現
時
点
で
は
そ
れ
ま

で
は
区
別
を
も

っ
て
い
た
こ
と
に
（駆

避
。

セ
オ
フ
の
人
の
例
に
つ
い
て
は
、

今
後
文
献
例
を
注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「背負う。担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語興の多元性 8重層性



（イ
）

「
セ
オ
フ
」
の
近
世
初
期
上
方
で
の
使
用
状
況

『雑
兵
』
と
同
時
期
の
上
方
で
の
セ
オ
フ
の
使
用
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

東
国
語
の
影
響
や
表
現
効
果
を
指
摘
さ
れ
る

『
平
家
』

（江
口
一
九
九
こ

や
東
国
資
料
と
目
さ
れ
る

『
天
正
本
狂
言
』
を
ひ
と
ま
ず
別
に
す
る
と
、

確
実
な
使
用
例
と
し
て
は
覚
永
十
九
年

（
一

六
四
一一）
書
写
の

『虎
明
本
狂
言
』
の
二
例
が
あ
る
。

蜂
谷

（
一
九
八
五
）
で
は
、

オ
フ
の
使
用
が

一
般
な
中
で
、

こ
の
二
例
は
注
記
と
飾

が
か
り
で
の
例
で
あ
リ
セ
リ
フ
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
虎
明
本
の
書
写
時
に
お
い
て
は
ま
だ
新
し
い
俗
語
と
し
て
の
感
じ
が
強
」

か
っ
た
た
め
虎
明
は
使

い
分
け
た
と
解
さ
れ
た
。　

一
方

『
日
葡
辞
書
』
の
例
に
対
し
て
は
、

同
じ
蜂
谷

（
一
九
八
五
）
で

「
少
な
く

【
補

・
卜
】
も
こ
の
時
期
に
は
話
し
こ
と
ば
と
し
て
普
通
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

」
（共
に
傍
線
引
用
者
）
と
も

述
べ
、

多
少
相
違
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
語
的
俗
語
段
階
に
あ

っ
た
と
し
て
も
、

『
日
葡
辞
書
』
に
掲
載
さ
れ
る
程
度
に
は
広
が

っ
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
、

十
七
世
紀
後
半
の

『
雑
兵
』
の
頃
ま
で
に
は
、

上
掲
の
節
用
集
類
に
掲
載
さ
れ
る
程
定
着
し
て
い
た
と
解
釈
で

き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「警
え

『
雑
兵
』
の
原
作
者
が
上
方
出
身
だ

っ
た
と
し
て
も
セ
オ
フ
を
使
用
で
き
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
上
方
の
セ
オ
フ
の
状
況
か
ら
は
、

『雑
兵
』
の
セ
オ
フ
の
語
形
の
み
を
も

っ
て
、

そ
れ
が
東
国
語
と
し
て
の
使
用
例
で
あ
る
と
限
定

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

近
世
初
期
の
東
西
で
の
セ
オ
フ
使
用
は
、

東
西
対
立
の
陰
で
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
て
い
る
点
で
あ
る
。

（ウ
）

問
題
点

（ま
４
）

次
に
、

特
に

『
雑
兵
』
語
彙
の
解
釈
に
関
わ
る
問
題
点
と
課
題
を
挙
げ
て
お
く
。

①
　
『雑
兵
』
の
ニ
ナ
フ
と
カ
ツ
グ
に
、

β
＞
』
６６
図
と
６７

・
６８
図
の
区
別
と
同
様
に
）
明
瞭
な
区
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の

『
雑

兵
』
を
根
拠
に
、

東
日
本
で
カ
ツ
グ

一
語
体
系
に
な

っ
て
区
別
し
な
く
な
る
の
は
、

そ
の
後
の
近
世
後
期
以
降
と
す
る
。
し
か
し
、

『雑

兵
』
の
用
法
に
東
国
と
異
な
る
傾
向
が
あ
る
か
ら

（金
田
氏
も
指
摘
）、
『
雑
兵
』
を
基
準
に
東
国
の
状
態
を
考
え
る
た
め
に
は
、

ま
だ

『雑
兵
』
そ
れ
自
体
の
検
討
が
必
要
な
段
階
と
思
わ
れ
る
。



②
　
カ
タ
グ
と
カ
ツ
グ
と
の
前
後
関
係
と
二
語
の
交
渉
に
つ
い
て
、

担
ぐ
の
カ
ツ
グ
の
誕
生
に
、

カ
タ
グ

（カ
タ
ゲ
ル
）
の
影
響
を
考
慮

さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
グ
の
現
時
点
で
の
最
古
例
は

一
五
六
三
年
の

『
玉
塵
抄
』
（『
日
国
２
し

で
あ
る
が
、　

一
方
の
カ
ツ
グ
の
語
源
と
考
え

ら
れ
る
カ
ゾ
ク
が
担
ぐ
の
意
を
獲
得
す
る
の
は
、

後
述
す
る
十
五
世
紀
前
期
の

『
三
国
伝
記
』
ま
で
湖
る

（従
来
の
説
は
一
四
七
七
年

『史

記
桃
源
抄
』
「棒
カ
ヅ
キ
じ
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
む
し
ろ
カ
ゾ
ク

（担
）
・
カ
ツ
グ

（被
）
の
誕
生
が
先
で
、
カ
タ
グ
は
そ
の
影
響
で

「
一月
」

（注
５
）

の
意
識
を
元
に
後
に
誕
生
し
た
可
能
性
が
高
い
。
カ
タ
グ
と
カ
ツ
グ
の
交
渉
も
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

４
　
坂
梨
隆
三

（
一
九
八
七
）

『雑
兵
』
に
直
接
関
わ
る
次
の
一
点
の
み
触
れ
る
。

坂
梨

（
一
九
入
七
）
で
の
重
要
な
用
例
は
、

特
に
そ
の
点
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て
い

な
い
が
、

セ
オ
ウ
が
中
央

（西
）
で

「
人
」
に
使
用
さ
れ
た
最
も
古
い

「当
流
小
栗
判
官
」

一
六
九
八
年
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。

①
・　
恋
の
お
も
に
の
我
つ
ま
を
、

せ
な
に
き
つ
と
せ
お
ふ
て
、

人
め
思

へ
ば
、

こ
ゑ
た
て
ぬ

（当
流
小
栗
判
官
、

二
、
『近
松
全
集
』
五
、

三
二
五
頁
、

元
禄
十
一
、
「妻
じ

こ
れ
以
前
の
人
の
例
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
東
国
を
含
め
て
も

『
雑
兵
』
以
外
に
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

右
例
は
、

十
七
世
紀
末
期
に

は
上
方
で
も
人
に
使
用
さ
れ
る
セ
オ
フ
が
現
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
貴
重
で
あ
る
。

た
だ
し
、

時
代
物
で
あ
る
の
で
、

当
時
の
上
方
の
日
頭
語
を
投
影
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

あ
く
ま
で
文
章
語
的
表
現
に
留
ま

っ
た
用
法
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

坂

梨

（
一
九
八
七
）
で
も
、
こ
の
セ
オ
ウ
の
文
体
に
注
意
を
向
け
、

近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
一
例
も
な
い

（蜂
谷
一
九
八
五
を
受
け
る
）
に
も
関
わ

ら
ず
時
代
浄
瑠
璃
に
あ
る
こ
と
と
、

近
世
初
期
に
は
辞
書
に
偏
る
こ
と
か
ら
、
「
上
方
に
お
い
て
は
当
時
の
日
頭
語
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

書
記
言
語
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

先
に
３

（
イ
）
蜂
谷
で
見
た
日

語
俗
語
的
性
格
と

一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

あ
る
い
は
、
「物
」
へ
の
例
は
国
語
と
し
て
既
に
広
が

っ
て
い
た
が
、
「
人
」
へ
の

「背負う口担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 。重層性



使
用
は
何
ら
か
の
影
響

（東
国
語
か
区
別
の
な
い
オ
フ
の
影
響
？
↓

で
生
じ
た
ば
か
り
の
特
殊
な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
か
も

し
れ
な
い
。

方
言
分
布
を
確
認
す
る
と
、

Ｆ
＞
』
の
６５
図

「
シ
ョ
ウ

（包
み
を
背
負
う
と

で
は
、

セ
オ
ウ
が
近
畿
地
方
に
周
圏
的
に
分
布
す
る
の
で
、

「
物
」
の
用
法
Ｌ
し
て
は
、

あ
る
時
期
関
西

（上
方
）
で
も
日
頭
語
と
し
て
拡
大
し
た
様
相
を
示
す
。
し
か
し
、

人
を
対
象
と
す
る
６４
図

「
お
ん
が
す
る
」
で
は
、

そ
の
よ
う
な
広
が
り
を
示
す
西
の
セ
オ
ウ
は
な
い

（セ
オ
ウ
五
地
点
と
シ
ョ
ウ
ニ
地
点
が
四
国
。
九
州
も
含
め
散
在
す

る
の
み
）。

つ
ま
り
、

方
言
の
西
の
セ
オ
ウ
も
、　

一
般
的
に
人
に
使
用
さ
れ
た
痕
跡
は
極
め
て
乏
し
く
、

文
献
例
の
偏
り
と
傾
向
を
同
じ

く
し
て
い
る

（近
世
後
期
以
降
は
人
へ
の
セ
オ
ツ
も
徐
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

そ
の
せ
い
か
東
で
は
岩
手
北
部
と
、

関
東
周
辺
に
数
地
点
の

周
圏
的
分
布
が
あ
る
）。
そ
の
点
で
、

右
の

「
人
」
の
例
は
、

上
方
で
の
例
と
し
て
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
「
人
」
の
例
は
そ
れ
だ

け
文
章
語
的
な
性
格
が
強
い
用
例
と
言
え
よ
う
。

５
　
柳
田
征
司

（
一
九
△
一了

一
九
九
こ

柳
田
征
司

（
一
九
九
一
、

初
出
は
一
九
八
一こ

は
、

「担
ぐ
」
語
彙
に
限
定
し
て
文
献
例
を
分
析
し
て
い
る
。

特
に
、

カ
ヅ
ク
が
担
ぐ
の
意

と
し
て
使
用
さ
れ
た

一
四
七
七
年
桃
源
瑞
仙
の

『史
記
抄
』
の
複
合
名
詞

「棒
カ
ブ
キ
」
は
西
の
古
い
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

強
末
な

点
で
あ
る
が
、

問
題
点

・
課
題
と
し
て
は
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

①
　
ニ
ナ
フ
が
、

一月
で
直
接
担
ぐ
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て

『雑
兵
』
の
次
の
例
を
挙
げ
る
。

後
生

一
大
事
に
大
鳥
毛
の
鞘

・
二
か
ひ
鳥
毛
の
鞘
を
に
な
つ
た
鑓
担
も
有
。

し
か
し
、
こ
の
例
は
、

峰
谷

（
一
九
八
五
）
で

「
一
人
で
か
つ
い
だ
棒
の
先
端
に
鞘
を
さ
げ
た
と
も
、

あ
る
い
は
自
分
の
背
中
に
背
負

っ
た
と
も
と
れ
る
の
で
、

そ
の
具
体
的
状
態
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
ま
じ
る
。

」
と
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

蜂
谷
氏
の
解
釈

の
ほ
か
、

二
つ
の
鞘
を
棒
の
両
端
に
下
げ
棒
を
天
秤
棒
の
よ
う
に
肩
に
乗
せ
た

（
ニ
ナ
ッ
タ
）
と
も
解
釈
で
き
る
し
、

は
た
ま
た
、

紐
で



つ
な
い
で
肩
か
ら
前
後
に
か
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

確
例
と
は
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

②
　
『物
類
称
呼
』
の
次
の
例
の
割
と
に
つ
い
て
、
「
江
戸
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
説
明
と
見
る
と
」
と
の
仮
定
で
は
あ
る
が
、

江
戸
で
も

ニ
ナ
フ
と
カ
ツ
グ
の
使
い
分
け
が
あ

っ
た
と
す
る
。

畿
内
に
て
○
た
ご
担
桶
と
い
ふ
を
江
戸
に
て
○
に
な
ひ
と
い
ふ

（以
下
、

割
注
）
こ
れ
に
な
ひ
を
け
の
略
也
又
に
な
ふ
と

ハ
、

人
ふ

た
り
に
て
も
つ
を
云
か
つ
く
と
云
ヒ
か
た
ぐ
る
と
云
ハ
意
違

へ
り

（巻
四
）

し
か
し
、

割
と
は
、

上
方
語
形
の
カ
タ
グ
ル
も
同
時
に
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、　

一
方
の
ニ
ナ
フ
の
み
を
江
戸
語
の
説
明
で
あ
る

と
は
断
言
で
き
な
い
。

ま
た
、
こ
の

「
江
戸
に
て
○

ニ
ナ
ヒ
」
は
あ
く
ま
で
名
詞
の
例
―
―
し
か
も

ニ
ナ
ヒ
オ
ヶ
と
い
う
物
の
名
の
省
略

形
―
―
で
あ
る
か
ら
、

江
戸
で
、

動
詞

ニ
ナ
フ
が
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
に
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

柳
田

（
一
九
九
こ

が
挙
げ
る
よ
う
に
、

十
九
世
紀
に
入
る
と

『
浮
世
風
呂
』
で
確
か
に
近
世
後
期
江
戸
で
の
使
用
は
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、

『
浮
世
風
呂
』
の
二
例
の
ニ
ナ
フ
の
担
ぎ
方
は
、

柳
田
氏
も

「
明
ら
か
で
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
不
明
で
あ
る
。

地
の

文
に
は
西
日
本
の
カ
タ
ゲ
ル
も

一
例
あ

っ
て
、

東
西
の
語
彙
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

（そ
の
点
で
、
】一
ナ
フ
も
文
章
語
と
し
て

の
現
在
が
疑
わ
れ
る
）。
ま
た
、　

ニ
ナ
フ
の
名
詞
の
例
と
し
て
挙
げ
る

『
浮
世
風
呂
』
の
例
―
―

「
水
ぎ
れ
の
時
に
も
担
桶
で
水
を
か
つ
が

れ
ま
す
が
、

さ
つ
く
と
気
味
の
よ
い
人
で
ご
ざ
い
ま
す
ネ

全
二
編
上
ご

‐１
１
は
、

動
作
の
表
現
で
は
カ
ッ
グ
で
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

の
ニ
ナ
ヒ
オ
ケ
は
、

『
物
類
称
呼
』
の
ニ
ナ
ヒ

・
ニ
ナ
ヒ
オ
ヶ
と
同
様
で
、　

ニ
ナ
フ
の
確
例
と
い
う
ょ
り
物
の
名
と
し
て

（西
の
語
形

が
？
）
定
着
し
た
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

雪

ナ
フ
は
、

江
戸
で
も
使
用
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
て
い
て
も
、

あ
る
い
は
、

あ
く
ま
で
文
章
語
的
性
格
を

も
っ
た
語
で
あ
っ
た
か
。

）

後
の

『皇
都
午
睡
』
曇

八
五
〇
）
で
は
大
阪
と
江
戸
を
対
照
さ
せ
て
、
「
荷
ふ
を
か
つ
ぐ
、

背
負
ふ
て
行
を
し
ょ
っ
て
行
」
（巻
一一正
、

峰
谷
一
九
八
五
指
摘
）
と
あ
り
、

『
浮
世
風
呂
』
よ
り
後
に
な
っ
て
も
西

ニ
ナ
フ
ー
東
カ
ツ
グ
と
し
て
い
る

（後
代
に
よ
り
対
比
的
に
な
っ
た
と

見
る
余
地
も
あ
る
）。

「背負う。担 ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語実の多元性 ・重層性



さ
て
、

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
と
、

近
世
後
期
の

『
浮
世
風
呂
』
は
と
り
あ
え
ず
保
留
す
る
と
し
て
も
、

問
題
と
し
て
い
る

『雑

兵
』
を
ひ
と
ま
ず
除
外
す
る
と
、

近
世
中
期
以
前
で
、
「
に
な
ふ
」
が
確
実
に
東
国
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
用
例

（日
蓮
は
除
外
さ
れ
る
）

は
、

江
田

（
一
九
九
こ

が
挙
げ
る
唯

一
次
の

『
梅
津
政
景
日
記
』
の
一
例
の
み
に
な
る
。

○
　
は
な
太
郎
右
衛
門
…
…
も
り
岡
ま
て
被
遣
侯

ヘ
ハ
、

死
候
由
、

か
ら
た
を
に
な
い
参
候

合
万
和
五
年

〔
王
全

九
〕
十
二
月
二
一一百
）

江
日

（一一〇
〇
こ

の
よ
う
に
、

死
体
を

「
何
ら
か
の
器
具

（棺
桶
）
で
運
ぶ
動
作
」
と
解
す
る
な
ら
、

二
人
で
棺
桶
を
棒
で
担
ぐ
動

作
と
な
る
。

報
告
さ
れ
て
い
る
セ
オ
ウ

（シ
ユ
オ
イ
）
九
例
、

カ
ツ
ク

一
二
例
に
比
し
て
稀
な
使
用
で
、

桶
で
な
く

「
か
ら
だ
を
」
ニ
ナ

フ
と
い
う
表
現
も
何
か
練
れ
て
い
な
い
感
が
残
る
。

因
み
に
、

Ｆ
＞
』
を
見
て
お
く
と
、

東
で
は
ニ
ナ
ウ
は
わ
ず
か
に
散
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

ｒ
＞
』
６６

（材
木
）
で
は
併
用
回
答

一
地
点

（東
京
）、
６７

（天
秤
棒
）
で
は
、

単
独
回
答

一
地
点

（仙
台
）
と
併
用
回
答

一
地
点

（東
京
６６
図
と
同
じ
地
点
）、
６８

（二
人
で
）
で
は
、

単
独

回
答

一
地
点

（神
奈
川
三
浦
半
島
）
と
併
用
回
答

一
地
点

（群
馬
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
の
み
で
は
、

後
代

（近
世
後
期
や
共
通
話
な
ど
）

の
影
響
か
、

近
世
前
期
以
前
の
古
い
用
法
を
留
め
る
の
か
は
判
断
し
難
い
分
布
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
よ
う
に
東
国
で
の
使
用
が
疑
問
視
し
さ
れ
る
か
限
定
さ
れ
る
ニ
ナ
フ
が
、

『雑
兵
』
に
は
七
例
も
現
れ
る
。

東
の
ニ

ナ
ウ
の
近
世
で
の
使
用
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か

（時
期
や
文
体

・
位
相
）、
『雑
兵
』
以
外
に
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
が
必
要
と
考
え

とつ。
６
　
江
口
泰
生

（
一
九
九
一
・
二
〇
〇
二
）

江
口

（
一
九
九
一
二
一〇
〇
一じ

は
、

当
該
語
彙
を
文
献
と
方
言
と
の
対
照
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
、

最
も
ま
と
ま

っ
た
最
新
の
研
究
で
あ

る
。

総
合
的
解
釈
と
し
て
も

っ
と
も
詳
密
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

特
に
東
西
に
お
け
る

「人
―
物
」
の
使
い
分
け
の
相
違
を
指
摘
し
、

意

味
論
的
問
題
や
東
西
方
言
の
語
彙
体
系
の
歴
史
的
相
違
、

さ
ら
に
基
層
語
の
問
題
を
提
示
し
て
い
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

江
田

（
一
九



九
こ

を
発
展
さ
せ
た
江
口

（一一〇
〇
一じ

は
、

文
献
資
料
を
補
充
し
、

特
に
東
西
の
語
彙
体
系
の
問
題
な
ど
を
特
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
が
、

基
本
的
に
江
口

（
一
九
九
こ

を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、

以
下
で
は
行
論
の
ま
と
ま
っ
て
い
る
江
口

（
一
九
九
こ

を
中
心
と
し

つ
つ
、

江
口

（一一〇
〇
一こ

で
の
加
筆
部
分
を
補
う
か
た
ち
で
取
り
上
げ
る
。

（
ア
）

中
央

（西
）
の
カ
ツ
グ
の
文
献
例
の
確
認

カ
ン
グ
が
中
央

（西
）
で
あ
る
程
度
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
の
点
は

『
雑
兵
』
の
カ
ツ
グ
が
西
の
語
形
の
投
影

で
も
あ
り
得
る
余
地
を
検
討
す
る
上
で
、

実
は
重
要
で
あ
る
。

「
カ
ヅ
ク
／
カ
ツ
グ
が

『担
ぐ
』
意
で
中
心
に
行
わ
れ
た
の
は
東
日
本
で
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

」
（し
か
し
、

中
央
で
も
）
「時

折
カ
ッ
グ
／
カ
ヅ
ク
で

『担
ぐ
』
意
で
用
い
ら
れ
て
も
文
献
に
偏
り
が
あ
り
中
心
的
で
な
く
、

中
心
は
カ
タ
グ

・
ニ
ナ
ウ
・
カ
ク
で
あ

っ

た
事
に
な
る
。

」
（傍
練
引
用
者
）

カ
ツ
グ
す
べ
て
を
東
国
語
と
は
断
定
し
て
お
ら
ず
、
「文
献
に
偏
り
が
あ
り
」
な
が
ら
も
中
央
で
も

「中
心
的
で
な
」
い
が

「
時
折
」

用
い
ら
れ
た
と
位
置
付
け
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

中
央
で
も
使
用
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、

中
世
の
西

の
日
頭
語
を
投
影
す
る
と
見
ら
れ
る

『
三
国
伝
記
』
の
カ
ツ
ク

（清
濁
未
詳
）
の
新
用
例
と
矛
盾
な
く
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

（イ
）

中
央

（西
）
の
セ
オ
フ
の
文
献
例
の
確
認

『雑
兵
』
の
セ
オ
フ
の
解
釈
に
と

っ
て
重
要
と
な
る
、

セ
オ
フ
が
、

近
世
以
降
中
央

（西
）
で
使
用
さ
れ
た
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

諸
例
の
検
討
の
後
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（中
世
ま
で
の
例
は
）
Ｆ
」
の
よ
う
に
中
央
語
の
文
献
の
セ
オ
ウ
は
、

表
現
効
果

・
東
国
語
の
介
入

。
東
国
語
の
影
響
な
ど
に
よ
る
と
思

わ
れ
、
こ
れ
を
除
け
ば
中
央
語
で
は
中
世
末
期
に
セ
オ
ウ
は
さ
ほ
ど
勢
力
を
有
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
事
は
、

「背負う・担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性



・ |

譲

っ
て
中
央
語
の
俗
語

・
口
頭
語
の
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、

セ
オ
ウ
が
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

」
（江
田
二
Ｏ
①
二
、

傍
線
引
用
者
）

中
央
の
セ
オ
フ
が
、

仮
に
は
じ
め
は
東
国
の
影
響
だ

っ
た
と
し
て
も
、
「
中
世
末
期
に
セ
オ
ウ
は
さ
な
ど
勢
力
を
有
し
な
か
っ
た
」
が

確
か
に
使
用
さ
れ

（『
日
葡
し
、
「中
央
語
の
俗
語

・
口
頭
語
の
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
」
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る

（『
日

国
２
』
も
同
じ
）。
セ
オ
フ
の
使
用
状
況
は
３
の
蜂
谷
氏
の
と
こ
ろ
で
も
確
認
し
た
が
、

江
口
氏
の
解
釈
で
も
、

『雑
兵
』
よ
り
も
前
の
時

期
に
、

中
央

（西
）
で
も
セ
オ
フ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

Ｆ
＞
』
「
し
ょ
う

（包
み
を
ご

を
見
る
と
、

西
日
本
の
セ
オ
ウ
は
セ
タ
ラ
ウ
の
周
囲
に
周
圏
的
に
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

セ
オ
ウ

が
あ
る
程
度
の
古
さ
を
も

っ
て
西
日
本
で
も
拡
大
し
た
時
期
が
あ

っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
は
先
の
３

（イ
）
と
も
江
日
氏
の
上
記
解

釈
と
も

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
ウ
）

問
題
点

①
　
「
カ
ツ
グ
」
の
西
日
本
方
言
分
布
の
解
釈

江
日

（
一
九
九
こ

で
は
、

西
日
本
の
カ
ツ
グ
の
分
布
を
、

次
の
理
由
で
新
し
い
分
布
と
す
る
。

「
ま
た
現
代
西
日
本
の
一
部
に
カ
ツ
グ
が
報
告
さ
れ
る
が
、

呂
島
根
】
新
し
い
言
い
方
か

【
徳
島
】
共
通
語
的
な
カ
ツ
グ
…
‥
」
翁
全

国
方
言
基
礎
語
彙
の
研
究
序
説
し

な
ど
の
よ
う
に
新
し
い
分
布
ら
し
い
。

カ
ツ
グ
が

『担
ぐ
』
意
を
有
す
る
の
は
山
田
県
で
あ
る
が
、

隣
接

地
域
と
同
様
に
比
較
的
新
し
い
時
代
に
広
が

っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

」

し
か
し
、

『全
国
方
言
基
礎
語
彙
の
研
究
序
説
』
で
は
、

島
根

・
徳
島
に
つ
い
て
歴
史
的
な
新
旧
や
共
通
語
と
し
て
分
布
か
ど
う
か
を

厳
密
に
考
証
し
て
の
言
及
で
は
な
い

（「新
し
上
十一口
い
方
か
」
「共
通
語
的
」
の
み
の
言
及
）。
徳
島
は
京
阪
地
域
に
も
近
い
こ
と
も
あ
り
新
し

く
共
通
語
を
受
け
入
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、

島
根
は
古
い
方
言
を
よ
く
留
め
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
、

徳
島
と
同
列
に
扱
う
こ
と



は
躊
路
さ
れ
る
。
さ
ら
に
遠
方
の
山
口
を
、

島
根
同
様
に
新
し
い
分
布
と
見
な
す
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、

Ｆ
卜
』

を
よ
く
見
る
と
、

山
口
だ
け
で
な
く
さ
ら
に
広
島
や
四
国
西
部
な
ど

一
帝
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

文
献
で
カ
ツ
グ
が
中
央

（西
）
で
は

稀
で
あ

っ
た
と
い
う
先
入
観
が
、

独
立
し
て
検
討
す
べ
き
言
語
地
理
学
的
解
釈
に
強
く
投
影
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

文
献
と
方

言
地
図
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
と
そ
の
結
果
の
対
照
作
業
と
に
お
い
て
は
、　

一
方
の
資
料
で
の
結
論
が
他
方
の
解
釈
を
歪
め
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
一
旦
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
独
立
し
て
行

っ
て
か
ら
、

改
め
て

一
致
点

・
矛
盾
点
を
考
察
す
る
の
が
理
想
的
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
分

布
は
な
し
ろ
西
で
の
周
圏
的
残
存
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
　
「
セ
オ
フ
」
に
お
け
る

「
人
―
物
」
の
区
別
の
有
無

セ
オ
フ
が

「
人
―
物
」
区
別
に
不
関
与
と
い
う
江
口

（
一
九
九
一
，
一一〇
〇
三
）
の
解
釈
の
問
題
は
、
３

，
４
で
取
り
上
げ
た
。

７
　
先
行
研
究
の
課
題

以
上
、

『雑
兵
』
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
、

当
該
語
彙
の
残
さ
れ
た
問
題
点
を
見
て
き
た
。

先
行
研
究
各
々
で
の
進
展
を
確
認
す
る
た
め

発
表
順
に
取
り
上
げ
た
。

語
形
単
位
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
の
で
や
や
煩
強
な
行
論
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、

課
題
を
箇
条
書
き
に
ま
と
め

る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
『
雑
兵
』
の

「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
の
用
例
の
確
認
と
考
察
が
不
十
分
―
―
特
に
セ
オ
フ
・
カ
ツ
グ
の
用
例
の
確
認
と
そ
の
位
置

付
け
が
十
分
で
な
い
。
こ
れ
は
、
「東
国
資
料
」
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
・　
各
語
の
意
味

・
用
法
と
そ
の
年
代
の
確
認
―
―
特
に
セ
オ
フ
・
ニ
ナ
フ
・
カ
ツ
グ
に
つ
い
て
は
、

意
味

・
用
法
、

年
代
、

地
域
差
に

つ
い
て
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ａ
、

セ
オ
ウ

・
カ
ツ
グ
は
、

中
央

（西
）
で
も
近
世
初
期
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

ｂ
、

セ
オ
ウ
の
初
期
の
例
は

「物
」
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

（人
に
使
用
さ
れ
た
例
は
、　

王
ハ
九
八
年
以
前
に
は

『雑
兵
』
の
み
に
な

「背負う。担 ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性



る
か
。）

Ｃ
、　

ニ
ナ
ウ
は
、

近
世
前
半
に
東
日
本

翁
雑
丘
含
以
外
）
で
使
用
さ
れ
た
例
が
か
な
り
乏
し
い
。

③
　
カ
ツ
グ

・
セ
オ
ウ

（シ
ョ
ゥ
）
を
Ｆ
＞
』
に
よ

っ
て
東
日
本
語
形
と
の
み
限
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
問
題
―
―
言
語
地
図
の
検
討
は
本

稿
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
が

（別
稿
予
定
）、
東
の
語
形
と
限
定
さ
れ
て
き
た
カ
ツ
グ

・
セ
オ
ウ
の
西
巳
本
の
周
目
的
分
布
の
解
釈
に
は
、

再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、

資
料
と
用
例
の
解
釈
を
、

今
後
改
め
て
し
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

〓
一　
カ
ツ
グ

（担
）
の
意

の
最
古
例

二
章
ま
で
先
行
研
究
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
に
紙
幅
を
費
や
し
た
。

以
下
、

簡
略
に
担
ぐ
の
意
の
動
詞
カ
ツ
ク
の
最
古
例
を
追

加
し
、

『雑
兵
』
の
当
該
語
彙
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
く
。

ま
ず
、　

一
四
〇
七
～
四
六
年
頃
成
立
の

『
三
国
伝
記
』
に
、

担
ぐ
意
を
獲
得
し
た
カ
ツ
ク

（清
濁
不
明
）
の
古
い
例
が
指
摘
で
き
る
。

肩
に
弓

（握
り
太
の
弓
）
を
担
ぐ
格
好
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
々

○
　
「
フ
ニ
足

二
歩
ミ
ナ
シ
小
節
巻
ノ
弓
ノ
拳
太
ナ
ル
ヲ
肩

ニ
カ
ツ
キ
、

塗
ウ
ツ
ホ
ノ
」
翁
三
国
伝
記
』
巻
四
。
二
一
話
、

古
典
資
料
、　

一

九
六
九
、

す
み
や
書
一房
よ
り
。
日
国
２
版
で
も
採
録
）

こ
れ
ま
で
の
古
例

『
史
記
桃
源
抄
』

一
四
七
七
年
よ
り
約
半
世
紀
湖
る
。

江
口

（一一〇
〇
こ

は
カ
ツ
グ
の
成
立
は
東
国
と
考
え
ら
れ

た
が
、
『
三
国
伝
記
』
の
作
者

・
玄
棟
は
近
江
出
身
で
あ
る

（『史
記
抄
』
著
者
・
桃
源
瑞
仙
も
近
江
出
身
）。
伝
本
は
い
ず
れ
も
近
世
で
あ
る

（注
５
）

の
で
後
代
の
混
入
の
可
能
性
が
皆
無
で
は
な
い
が
、
こ
の
用
例
は
続
稿
に
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。



四

『
雑
兵
』
の

「
背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
の
体
系

次
に
、
こ
れ
ま
で
長
く
徴
細
に
先
行
研
究
で
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
目
的
を
示
す
た
め
に
、

『雑
兵
』
の
当
該
語
彙
の
概
要
の
み

提
示
し
て
お
き
た
い

（具
体
例
と
評
し
い
解
説
は
続
稿
に
譲
る
）。

ド
＞
』
５
図
に
併
せ
て
分
類
し
、

運
搬
の
対
象
物
ご
と
に
用
例
数

（カ
ッ
コ
内
）
を
示
し
た
の
が
次
図
で
あ
る
。

（な
お
、

用
例
は
弘
化
三
年

本
を
底
本
と
し
、

内
閣
本
も
比
較
参
照
し
た
。

両
者
の
相
違
点
は
本
稿
二
章
で
も
一
部
触
れ
た
が
、

特
に
問
題
と
な
る
大
き
な
相
連
は
な
い
。）

語
形
の
東
西
で
の
使
用
位
置
は
本
稿
で
の
検
討
結
果
を
反
映
さ
せ
た
。

即
ち
、

セ
オ
フ
・
カ
ツ
グ
は
近
世
初
期
に
東
西
い
ず
れ
で
も
使

わ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
語
形
で
あ
り
、　
一一
ナ
フ
も
東
で
の
使
用
の
可
能
性
も
残

っ
た
。

そ
の
解
釈
に
基
づ
く
こ
の
図
を
見
る
と
明
ら
か
な

よ
う
に
、

東
日
本
特
有
語
と
限
定
で
き
る
の
は

「
ウ
プ
ウ
」

一
例
の
み
で
あ
る
。

む
し
ろ
西
日
本
特
有
語
形
で
あ
る

「
オ
ゥ
一
例

・
カ
タ

ゲ
ル
一
例
」
の
方
が
多
い
。

ま
た
、

東
西
両
方
で
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
語
形
が
選
ば
れ
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

そ
し

て
な
に
よ
り
も
、

そ
の
一
例
ず
つ
し
か
な
い

″例
外
的
″
三
語
形
を
除
く
と
、
「人
―
物
」
を
区
別
せ
ず

一
語
形

（セ
オ
こ

で
表
現
す
る

と
い
う

「
背
負
う
」
語
彙
の

「
一
語
体
系
」
は
、

西
日
本
の

「
オ
フ
一
語
体
系
」
と
同
じ
と
な
る

（東
は

「人
―
物
」
の

コ
重
ｍ体
系
し
。

か
つ
、

一肩
に

「直
接
的
に
担
ぐ
―
間
接
的
に
棒
な
ど
で
担
ぐ
」
（６６
‐
６７

・
６８
）
を
二
語

（カ
ツ
グ
ー
一一
ナ
乙

で
区
別
す
る
と
い
う

「
二
語

体
系
」
も
や
は
り
、

西
日
本
の

「
二
語
体
系
」
と
同
じ
で
あ
る

（東
は

「
カ
ツ
グ
重
ｍ体
系
じ

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

つ
ま
り
、

墨
四形
」
単
位
で
な
く

「
語
彙
体
系
」
単
位
で
見
る
と
、

Ｆ
＞
』
の
近
代
方
言
と
対
照
す
る
限
り
で
は
、

『雑
兵
』
は

「
西
日

本
の
語
彙
体
系
」
と
見
な
せ
る
こ
と
に
な
る

（例
外
は
ウ
フ
ブ
一
例
の
み
）。
工

見
東
西
語
形
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

『
語

彙
体
系
』
と
し
て
は

一
地
方

（西
）
の
体
系
で
あ
る
」
（例
外
一
例
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

続
稿
に
て
考
え
て

い
き
た
い
。

「背負う。担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性
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口
円

ド

西
の
語
形

語形の上の●は東日本的語形、▲は西日本的語形、無印は東西両方で使用された請形。

『雑
兵
物
語
』
に
お
け
る

「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙



五
　
本
稿
の
む
す
び
と
し
て

『雑
兵
』
に
は
、
「背
負
う
。
担
ぐ
」
語
意
以
外
で
も
東
と
西
の
語
彙
が
混
在
し
て
ぉ
り
、

東
西
二
つ
の
語
彙
の
源
を
も
つ
と
い
う

「多

元
性
」
を
示
す
。

そ
の
二
つ
の
語
彙
は
、

不
規
則
な
混
在
と
い
う
ょ
り
、

四
で
見
た
ょ
う
に
何
ら
か
の
傾
向
を
も
っ
て
重
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

性
質
の
異
な
る
複
数
の
語
彙
の
重
な
り
、

即
ち

「語
彙
の
重
層
性
」
に
は
何
ら
か
の
傾
向
性

。
法
則
性
が
隠
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く

『雑
兵
』
と
い
ぅ
資
料
の
何
ら
か
の
性
質
を
投
影
す
る
特
性
と
考
え
ら
れ
る
。

三
の
古
例
に
よ
っ
て
、

カ
ツ
ク
担
の
語
源

・
時
期

・
用
法
の
再
検
討
が
必
要
に
な
っ
た
。

四
で
示
し
た

『雑
兵
』
の
当
該
語
彙
は
、

従
来
の

「東
国
資
料
」
と
い

う
扱
い
に
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

軍
こ

で
西
に
ヽ
分
布
す
る
セ
オ
ゥ
．
ヵ
ッ
グ
も
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

い
ま
だ
な
お
多
く
の
課
題
を
提
供
す
る
語
彙
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
詳
細
な
検
討
は
機
会
を
改
め
た
い
。

注（１
）

そ
れ
ら
七
図
は
、

６４

・
６５

・
６６

。
６７

・
６８
図
と
、

触
図

「
片
方
の
肩
で
包
み
を
担
ぐ
」、
猫
図

「
か
っ
ぐ

（担
ぐ
）
―
第
６６

・
６７

・
６８
図
の

総
合
図
」
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
主
に
対
象
と
さ
れ
る
の
は
前
者
五
枚
で
ぁ
り
、

本
研
究
で
も
こ
の
五
枚
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

（２
）

後
述
す
る
よ
う
に
、

語
源
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
カ
タ
グ
よ
り
も
カ
ッ
ク

（担
）
（清
濁
未
詳
）
の
例
の
方
が

一
五
〇
年
樫
古
い
の
で

こ
の
よ
う
に
解
す
る
。

辞
書
で
は
一
般
に
カ
タ
グ
の
方
を
語
源
と
と
る
。
『小
学
館
古
語
大
辞
典
』
「
か
づ
く

（被
ご

の

「語
誌
」
に
は

「『
か
つ

ぐ
』
は

『肩
ぐ
』
か
ら
の
転
と
い
わ
れ

（中
略
ご

と
ぁ
り
、

弓
被

（か
つ
）
ぐ
』
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

」
と
い
う
程
度

の
扱
い
で
あ
る
。
『
日
国
２
』
の

「
か
つ
ぐ

（担
ご

の

「
語
誌
」
の
参
照
先
の

「
か
ず
く

（被
ご

で
も
、
ヵ
ヅ
ク

・
カ
ツ
グ

（被
）
の
語
形
上

の
ゆ
れ
の
こ
と
し
か
言
及
が
な
く
意
味
的
派
生
関
係
の
説
明
は

一
切
な
い
。
カ
ッ
グ
の
語
源
欄
は

「①
カ
タ
グ
の
転

・
②
カ
ツ
ク

（肩
付
）
・
③

肩
の
転
」
の
み
で
あ
る
。

辞
書
で
は
ま
だ
カ
ツ
グ

（被
）
か
ら
の
意
味
的
派
生
が
語
源
で
あ
る
と
い
ぅ
解
釈
は
示
さ
れ
て
い
な
い
段
階
と
言
え
る
。

「背負う。担ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性



注
５
参
照
。

（３
）

も

っ
と
も
、

中
世
以
前
の
唯

一
か
つ
孤
例
の
平
家
に
関
し
て
は
、

江
口
氏
は
、
「中
央
の
文
献
の
セ
オ
ウ
は
、

表
現
効
果

・
東
国
語
の
介

入

・
束
国
語
の
影
響
に
よ
る
」
（江
田

一
九
九

一
）
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
の
で
中
央
の
例
で
な
い
も
の
と
し
て
除
外
す
る
と
、

上
代
か
ら
中
世

末
期
ま
で
セ
オ
フ
の
中
央
の
例
は
日
通
の
み
と
な
る
。
日
蓮
も
束
国
出
身
と
し
て
除
く
と
中
央
語
と
し
て
の
セ
オ
フ
の
例
は
皆
無
で
、
「背
負
う
」

語
彙
は
オ
フ
一
語
形
と
な
る
。

オ
フ
一
語
形
の
み
の
こ
と
と
し
て
言
え
ば

「
中
央
語
で
は

『背
負
う
』
表
現
は
上
代
か
ら
中
世
末
期
ま
で
一
貫
し

て
、　

一
つ
の
纏
ま
り
を
な
し
て
い
た
」
（江
口
一
九
九

一
）
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、

中
央
語
と
し
て
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
セ
オ
フ

は
、

区
別
の
右
無
そ
の
も
の
の
問
題
に
も
と
よ
り
無
関
係
の
段
階
と
な
る
。

な
に
よ
り
、

上
記
の
文
脈
は
中
世
で
の
使
用
を
認
め
た
上
で
、

そ
れ

で
も
セ
オ
フ
は
や
は
り
本
来

「
人
―
物
」
両
方
に
使
用
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

疑
問
点
は
残
る
。

精
密
な
分
析
を
認
め
る
江
日
氏
の
こ
の
誤
認
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

江
口
氏
が
西
日
本
出
身
の
た
め
、

無
意
識
の
う
ち
に
オ

ウ

，
カ
ル
ー
同
様

「背
負
う
」
表
現
に

「
人
―
物
」
の
区
別
の
な
い
西
日
本
方
言
意
識
が
先
入
観
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か

（安
部
は
東
日
本
出

身
）。

（４
）

用
例
数
に
関
す
る
問
題
二
点
。

①

「
負
ふ
」
九
例

（「負
お
す
」
の

一
例
を
含
む
）
と
あ
る
が
、

典
拠
と
見
ら
れ
る
内
閣
本

（金
田
索
引
）

で
は

「
負
う
」
五
例
、

複
合
動
詞

「手
負
う
」
四
例
、
「
負
お
す
」

一
例
で
合
計

一
〇
例
で
あ

っ
た

（そ
の
他

「追
ふ
」
三
例
あ
り
）。
な
お
、

「
負
お
す
」
の
例
の
な
い
弘
化
三
年
本

（深
井
索
引
）
で
は

「負
ふ
」
六
例
、
「手
負
う
」
四
例
で
同
じ
く
合
計

一
〇
例

（「
追
ふ
」
三
例
あ
り
）。

（な
お
、

い
ず
れ
も
名
詞

「
手
負
ひ
」
（多
数
あ
り
）
な
ど
は
別
に
し
て
の
数
字
。

）
②
瑣
末
な
点
で
あ
る
が
、
「
負
ふ
」
の
う
ち

一
例
は

「負
お

す
」
の
形
と
す
る
が
、

そ
の
内
閣
文
庫
本
の

「
負
せ
た
」
の
振
り
佐
名

「
お
虫
」
は
実
際
に
は
博
物
館
本
の
振
り
仮
名
に
よ
る
も
の
で

（凡
例
）

内
閣
本
自
体
に
は
な
い
。

因
に
、

弘
化
三
年
本

「負
せ
た
」
で
あ
る
。

（５
）

カ
ツ
ク

（担
）
が
十
五
世
紀
前
期
ま
で
湖
る
と
な
る
と
、

中
古
末
の
カ
ツ
グ

（被
）
と
の
近
さ
は

一
層
締
ま
る
。

次
の
例
は

「禄
と
し
て
衣

服
や
布
を
戴
い
て
肩
に
か
け
る
」
例
で
あ
る
が
、
「肩
に
」
を
補

っ
て
読
み
取
れ
ば
、

後
代
の
担
ぐ
と
殆
ど
同
じ
動
作
と
見
な
し
得
る
。
「大
将
も

物
か
つ
き
、

忠
琴
も
禄
賜
り
な
ど
し
け
り
」
『
大
和
物
語
』

一
二
五
。

平
安
貴
族
は
布
を
肩
に
掛
け
た
で
あ
ろ
う
が
、

続
く
時
代
に
武
士
が

（褒

賞
時
に
限
ら
ず
）
肩
に
頂
い
た
も
の
は
武
士
に
相
応
し
い
物

（弓
や
刀
）
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

中
古
末
期
に
は
被
ク
も
グ
形
を
生
ん
で
い
た
。

グ
形
は
、

布
以
外
の
も
の
を
肩
に
乗
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
異
な
る
支
配
階
層
の
時
代
の
新
し
い
用
法
に
ふ
さ
わ
し
い
新
語
形
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。



『
大
和
』
の
よ
う
な
用
法
の
延
長
線
上

へ
と
被

（カ
ツ
）
グ
が
意
味
を
拡
大
さ
せ
得
る
文
化
的
条
件
は
、

存
外

『
三
国
伝
記
』
よ
り
も
か
な
り
以

前
の
時
代
に
、

（肩
グ
と
は
無
関
係
に
）
既
に
整

っ
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（注
２
参
照
）。
カ
タ
グ
ょ
り
カ
ゾ

ク
の
方
が
先
行
し
た
と
す
る
と
、

カ
ヅ
ク

（被

・
担
）
と
カ
ツ
グ

（被

・
担
）
と
の
混
乱
を
さ
け
て
理
解
し
や
す
い
よ
う

「
汗
い
ま
増

（肩

グ
？
ご

（∧
汗
単
温
し

が
、

語
源
俗
解
と
し
て
後
で
作
ら
れ
た
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

カ
タ
ダ
先
行
語
源
説
を
し
り
ぞ
け
、

右
の
よ
う
な
派
生
の
可
能
性
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、

中
古
末
か
ら
ヅ
形

・
グ
形
の
両

方
が
併
存
し
て
い
た

「被
」
の
意
と
同
様
に
、
「担
」
で
も
十
五
世
紀
に
は
両
語
形
が
併
存
し
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

参
考
文
献

（各
々
先
行
論
文
を
網
羅
し
た
と
思
う
が
追
漏
の
ご
教
授
を
乞
い
た
い
。

）

◆

『雑
兵
物
語
』
関
係

浅
川
哲
也

（二
〇
〇
二
・
三
）
「内
閣
文
庫
本
蔵

『
雑
兵
物
語
』
写
本
三
種
の
本
文
と
系
統
」
翁
国
語
研
究
』
６５
）

金
田
　
弘

（
一
九
五
六

・
三
）
「雑
兵
物
語
に
見
ら
れ
る
用
言
を
め
ぐ

っ
て
」
翁
国
学
院
大
学
国
語
研
究
』
４
）

―
―
―
―

（
一
九
七
二
）
『雑
兵
物
語
索
引
』
（桜
楓
社
）

―
―
―
―

（
一
九
七
二
，
一
一
）
弓
雑
兵
物
語
』
覚
書
―
―
東
国
語
文
献
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
―
―
」
令
国
学
院
雑
誌
し

―
―
―
―

（
一
九
入
九

・
三
）
乳
雑
兵
物
語
』
と
そ
の
諸
本
」
翁
国
学
院
大
学
紀
要
』
２７
）

小
林
好
日

（
一
九
四
四
）
「東
北
方
言
に
於
け
る
助
詞

『
さ
か
い
と

（『橋
本
博
士
遠
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
岩
波
書
店
）

斎
藤
義
七
郎

（
一
九
六
八
）
「雑
兵
物
語
の
語
法

・
語
彙
」
翁
近
代
語
研
究
２
』
武
蔵
野
書
院
）

杉
浦
明
平

（
一
九
六
四

・
二
）
「軍
学
書
の
記
録
性
―
―

『
甲
陽
軍
鑑
』
と

『雑
兵
物
語
』
―
―
」
翁
文
学
』
３２
‐
２
）

中
村
通
夫

（
一
九
三
六

・
九
）
「
江
戸
時
代
初
期
東
国
語
の
一
資
料
―
―
雑
兵
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
―
―
」
翁
方
言
』
、

『東
京
語
の
性
格
』
川
田

書
一房
、

昭
二
三
年

一
一
月
所
収
）

中
村
通
夫

，
湯
沢
幸
吉
郎

（
一
九
四
三
）
『雑
兵
物
語

。
お
あ
む
物
語
』
（岩
波
文
庫
）

降
谷
清
人

（
一
九
五
八

・
七
）
「江
戸
初
期
東
国
語
の
一
考
察
―
―

『雑
兵
物
語
の
用
言
二
・
三
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
翁
文
芸
研
究
』
２９
）

深
井

一
郎

（
一
九
六
六
・
一
二
）
「雑
兵
物
語
の
研
究
」
翁
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
１５
）
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―
―
―
―

（
一
九
七
三
）
『雑
兵
物
語
研
究
と
総
索
引
』
（武
蔵
野
書
院
）

道
井
　
登

（
一
九
六
三

・
一
〇
）
「近
世
語
の
研
究
―
―
雑
兵
物
語
に
つ
い
て
，
そ
の
一
―
―
」
『
石
川
県
高
等
学
校
国
語
研
究
会
会
報
』
Ｉ
）

森
下
喜

一

（
一
九
七
七

・
一
二
）
「
雑
兵
物
語
と
高
崎
周
辺
の
方
言
語
彙
に
つ
い
て
」
令
野
州
国
文
学
』
２０
）

◆

「背
負
う

。
担
ぐ
」
語
彙
関
係

安
部
清
哉

（
一
九
九
三

・
三
）
塁
ｍ彙
に
お
け
る
伝
播
の
中
心
地
と
伝
播
の
範
囲
に
よ
る
方
言
分
布
成
立
過
程
の
解
釈
の
問
題
」
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
文
学
部
紀
要
』
２８

（三
十

（１
）
及
び
補
と

（２
）
参
照
）。
）

江
日
泰
生

（
一
九
九

一
・
一
二
）
弓
背
負
う
』
『担
ぐ
』
の
表
現
」
翁
国
語
学
』
１７‐
）

（
二
〇
〇
二
）
『
ロ
シ
ア
資
料
の
形
態
音
韻
論
的
研
究
』
（岡
山
大
学
文
学
部
研
究
叢
書
２４
）

川
本
栄

一
郎

（
一
九
八
〇
）
「
石
川

・
富
山
両
県
に
お
け
る

「
か
つ
ぐ
」
の
方
言
分
布
と
そ
の
歴
史
」
翁
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
社
会
科
学
人
文

科
学
編
』
第
２９
号
）

国
立
国
語
研
究
所
編

（
一
九
八
二
）
『
日
本
言
語
地
図
』
「解
説
」
（大
蔵
省
印
刷
局
）

坂
梨
隆
三

（
一
九
八
七

・
三
）
「
お
ん
が
す
る
」
（東
京
大
学
教
養
学
部

『
人
文
科
学
科
紀
要
』
８５
）

佐
藤
　
茂

（
一
九
七
四

，
一
二
）
「
カ
ツ
グ
を
め
ぐ

っ
て
―
―
福
井
県
足
羽
郡
美
山
町
の
言
語
調
査
か
ら
―
―
」
翁
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
Ｉ

部
人
文
科
学
国
語
学

・
国
文
学

・
中
国
学
編
』
第
２４
号
）

一高
田
　
誠

（
一
九
六
八

・
一
一
）
弓
日
本
言
語
地
図

『
６６

・
６７

・
６８
図
よ
リ
ー
十
一一一一塁
四地
理
学
と
意
味
の
構
造
と
の
関
係
を
さ
ぐ
る
―
―
」
翁
日
本

方
言
研
究
会
第
７
回
発
表
原
稿
集
し

高
橋
顕
志

（
一
九
七
七

・
七
）
「
カ
ツ
グ

・
ニ
ナ
ウ

Ｂ
カ
ク
を
め
ぐ

っ
て
」
（発
表
要
旨

『
都
立
大
学
方
言
学
会
会
報
』
７６
）

本
堂
　
寛

（
一
九
七
六
≡
六
）
呈
い
の
意
味
差
と
地
理
的
分
布
―
―

「
か
つ
ぐ
」
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
令
佐
藤
喜
代
治
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』

桜
机
社
）

西
日
隆
政

（
一
九
入
七

日
一
〇
）
「漢
文
訓
読
と
中
古
国
語
―
―

「
か
う
が
る
」
と

「
か
づ
く
」
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
翁
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
７８
）

野
林
正
路

（
一
九
八
〇

。
一
一
）
「意
味
論
の
方
法
序
説
」
翁
言
語
生
活
』
３４７
ヽ

当
該
語
彙
）

峰
谷
清
人

（
一
九
五
八

・
七
）
「江
戸
初
期
東
国
語
の
一
考
察
―
―

『雑
兵
物
語
の
用
言
二
・
三
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
翁
文
芸
研
究
』
２９
）
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九 九
八 八

五
~

一
こ

「中
世
語
彙
の
概
説
」
翁
講
座
日
本
語
の
語
彙
４
』
、

明
治
書
院
）

一
〇
）
「
中
近
世
の
文
献
に
見
る

『背
負
う
』
『
か
つ
ぐ
』
の
一
類
を
め
ぐ

っ
て
」
島
国
語
語
彙
史
の
研
究
六
』
和
泉
書

院
）

平
山
輝
男

（
一
九
七
九
）
『全
国
方
言
基
礎
語
彙
の
研
究
序
説
』
（明
治
書
院
）

編

（
一
九
八
二
）
『
全
国
方
言
辞
典
②
県
別
人
体
語
彙
の
体
系
』
（角
川
書
店
）

柳
田
征
司

（
一
九
九

一
）
弓
カ
ツ
グ
』
（担
ぐ
）
と

『
ニ
ナ
ウ
』
（担
う
ご

（『室
町
時
代
語
資
料
に
よ
る
基
本
語
詞
の
研
究
』
第
八
節
、

武
蔵
野
書

院
、

初
出
は

「
か
つ
ぐ

・
か
た
ぐ

・
に
な
う
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
９
語
誌
Ｉ
』
明
治
書
院
、

昭
和
五
八
）

〔縮
注
１
〕

初
校
時
、

高
橋
顕
志
氏
よ
り
御
論
文
を
御
教
授
い
た
だ
い
た
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
橋
顕
志

（
一
九
七
七
）
「
四
国
諸
方
言
に
お
け
る
支
持
動
詞
カ
ク
に
つ
い
て
―
―
語
彙
に
よ
る
比
較
方
言
学
の
試
み
―
―
」
『都
大
論
究
』
１４

〔補
と
２
〕

「
背
負
う

・
担
ぐ
」
語
彙
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
安
部

（
一
九
九
二

・
三
）
で
部
分
的
に
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

向付
記
１
□
　
江
日

（
一
九
九

一
）
の
後
、

氏
と
私
信
の
や
り
取
り
が
あ
り
、

江
口
二
〇
〇
二
を
ご
恵
与
い
た
だ
い
た
。

安
部

（
一
九
九
二
）
で
の
言

及
か
ら
公
表
が
か
く
も
遅
く
な
っ
た
が
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
稿
は
、

次
の
口
頭
発
表
を
も
と
と
し
そ
の
三
分
の
一
程
を
整
理
し
直
し

た
も
の
で
あ
る
。

席
上
ご
教
授
下
さ

っ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
寓
背
負
う

。
担
ぐ
』
語
彙
と

『
雑
兵
物
語
』
の
背
景
―
―
語
彙
の
多
元

性

・
重
層
性
か
ら
見
た
資
料
―
―
」
（第
１１８
回
青
葉
こ
と
ば
の
会
、

二
〇
〇
三
年

一
二
月

一
三
日
学
習
院
大
学
）。

口付
記
２
］

本
稿
は
、

次
の
科
研
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

平
成

一
五
十

一
八
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

（Ｂ
）

（１
）
「
日
本
語
方
言
形
成
モ
デ
ル
の
構
築
に
関
す
る
研
究
」
（課
題
番
号

Ｓ
紺
魯
観
、

代
表
者

・
小
林
隆
氏

（東
北
大
学
と
。

向あ
と
が
き
□　
佐
藤
喜
代
治
先
生
に
は
、

先
生
が
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
の
客
員
教
授
時
代
の
二
年
間
と
引
き
続
い
て
の
非
常
勤
教
員
時
代
を
、

国

語
学
担
当
二
名
と
し
て
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

大
学
院
時
代
に
は
、

ご
自
宅
で
の

「
源
氏
の
会
」
に
三
、

四
年
ほ
ど
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ご
研
究
や
満
州
時
代
の
お
話
な
ど
、

奥
様
の
大
き
な
性
丹
餅
Ｌ
と
も
に
、

生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「背負う'担 ぐ」語彙と 『雑兵物語』の語彙の多元性 ・重層性


